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研究成果の概要（和文）：研究成果は以下の三点に要約される。（１）明治・大正期の能楽においては、こんに
ち伝統的な教授法・学習法として正統とされるものとは違った形の伝承法・伝習法が、機能していたことが確認
された。（２）それは、当該時期に活発に活動していたアマチュアたちによって担われていたものであり、質的
にも、彼らのエートスを強く反映するものであることが明らかになった。（３）そうした教授・享受のありよう
は、世界各地の民族音楽と称されるもの、とりわけポピュラーな性格の強いそれらと共通するところの多いもの
であること、伝統音楽はカノンあるいはハイカルチャーなどの文脈とは違った形で捉え得る一面を持つことが示
された。

研究成果の概要（英文）：The research results are summarized in the following three points. (1) It 
was confirmed that in Noh music during the Meiji and Taisho eras, the traditional teaching / 
learning methods that were different from the orthodox one were functioning. (2) It was also 
clarified that it was amateurs who were active at that time that carried such methods; their ethos 
influenced the character of the methods. (3) It was shown that Noh has something in common with some
 so-called ethnomusics in that it had not only an aristocratic character but a kind of charm that 
appels to the ordinary masses. 

研究分野： 音楽学、美学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
伝統音楽とりわけ能楽は、これまで〈古典芸能〉〈芸道〉といった文脈のもとに、つまりカノン（正典）ないし
ハイカルチャーの観点から語られることが多かった。しかし本研究で明らかになったように、能楽は鑑賞ではな
く実践を、教理よりも愉悦を求めるアマチュアたちをも惹きつけるものを持っており、広く人々の感性に訴える
ポピュラリティを潜在させている。このことは、伝統の力と価値をどのように捉えるかということについて、
我々に反省を迫るものであろう。また、近代初期の能楽はそうした側面を否定せず、むしろそれに立脚する形の
教授法・伝承法を磨いてきた。このことは、学校教育・伝統文化教育の今後を考えるヒントになるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年、学校教育では伝統文化の教育が課題になっている。これまで学校における教育活動は、
西洋由来の方法をベースに展開されてきた。音楽教育も例外ではなく、教育コンテンツの面でも、
また活動をどう展開するかという方法の面でも、西洋中心からの脱却と、伝統文化の見直しの必
要性が言われている。だが、音楽に限ってみても、近代以降にシステムが整備された学校での教
育法と、近代化以前に遊芸・芸能の文脈の中で形をなしていったそれとは、簡単には折り合わな
い。改めて、伝統的な教え方、伝統文化における教授法・伝承法の特徴とはどのようなものか、
どういった人間観の上に成り立ち、それが近代化によってどのように変質したのか／しなかっ
たのか、現代に生かす道があるとすればそれはどのような仕方でか、といったことを考える必要
がある。これが、本研究を考想した背景である。 
 能楽は 700 年近い歴史を持つ芸能であり、その間に独特の伝承法・教育法を磨いてきた。そ
れが 19 世紀後半～20 世紀の近代化の過程で、近代文化とその見方・考え方と衝突する。激動の
時期を能楽がどう乗り切ったのか、その際に、伝承あるいは教育という点でどんな工夫があった
のか、検討することで見えてくることが多いのではないか。そのような見立てのもと、研究対象
を明治・大正期の能楽に絞った。 
 近代の芸能史・能楽史については多くの研究蓄積があるが、本研究が志向するような、とりわ
け対素人に重心を置く伝承・教育活動の質的側面については、議論がやや手薄であった。事実レ
ベルで誰が何をしたということにとどまらず、そこでなされていたことの文化史的な意味に踏
み込んだ研究が求められる。それは、伝統文化の価値を今日的な目で改めて見直す契機となるだ
ろう。 
 
２．研究の目的 
 
 明治・大正期の能楽に足場を定め、人々がどのような形で伝統を継承したか、しようとしてい
たのかを探ることが目的である。その際、とりわけ素人たちの動向に重心を置いて検討を行う。
メディア環境の激変とアマチュア（素人）人口の増大、この二つは、近代初期において伝統芸能
諸ジャンルが共通して経験した大きな出来事である。この出来事が教授法・教育法の面でどのよ
うに作用したか、能楽に関わる人々がそれにどのように対応したか、とりわけ、アマチュアの立
場にいる人たちがそうしたメディア環境の中でどのような行動をとったか、具体的なレベルで
明らかにすることを目的の核に据えた。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究で企図したのは、近代初期において能楽に関わる人々、とりわけ素人たちが、どのよう
な形で伝統の継承、技芸の伝承に関与していたかを、量的、質的双方からのアプローチで探るこ
とである。どのくらいの数の人（素人）が稽古活動を行っていたか（量的把握）、また、彼らが
実際にどのような営みを行っていたか、そうした活動が能楽界全体の動向とどのように関わっ
ていたか（質的把握）を明かにすることを試みた。 
 検討の対象としては、書かれたものすなわち明治・大正期に刊行された図書資料や雑誌記事と、
書かれないものすなわち往時の様子を知る人の記憶や、現在も当時のあり方の名残を残して行
われている伝承活動などに材を求めた。前者について、雑誌及び図書などの文字資料を収集し、
また所蔵機関を訪問して閲覧するなどして精査した。調査を進めるうち、これまでも注目される
ことが多かった専門家（演者）による芸談とは別の、趣味ないし娯楽として（つまり非専門家の
立場から）能楽に携わる人々の証言が存外に多く残されていることがわかってきたので、こちら
に重心を置いて検討を進めた。後者について、往時の様子を知る人に聞き取り調査を行うととも
に、現在においても〈正統的〉な伝承活動、能楽享受のありようからは少しはずれたところで活
動している人々の活動を参与観察し、その来歴、歴史上の意義について考察した。 
 
４．研究成果 
 
 研究を開始して程なく、量的な把握は困難であることがわかってきた。明治～大正期の雑誌や
各種文献、記録等にあたることで、素人たちの多彩で活発な活動があったこと、その活動が一定
の社会的インパクトを持っていたことは確認できた。他方で、ではどの時期に、どの地域で、ど
のくらいの数の人々が活動していたのかを特定しようとすると、大きな困難に突き当たる。雑誌
などでは、ある地方の能楽の教授者とそれぞれの入門者をリスト化しようとするような試みが
散発的になされたが、いずれも未完に終わっている。近代化初期の段階で既に相当数の稽古人口
があったようで、一地域であっても記録が追い付かない状況であったことがうかがえる。そうし
た数量的な問題に加えて、素人という概念の曖昧さが問題をいっそう困難にした。当時は素人と



玄人の境界が現在に比べると曖昧であり、かつ、「入門」「弟子入り」といった観念がどのくらい
根付き、機能していたのか疑問である。さらに、教授法・学習法に関しても、稽古と呼んでよい
のかわからない、伝承という括りにおさまるのか判断の難しい不定形の催しが、数多く営まれて
いたこともわかった（「稽古能」というのは公演なのか稽古なのか）。これは、素人の動向をそれ
自体として切り出すことが難しいこと、つまり、着目すべき素人とは誰か、教授の場としてどこ
までを検討の対象にするかが、一意的な形では確定し難いことを意味する。 
 しかしこのことを、当時の能楽界は多様なあり方を許容する包容力を持つものであった、様々
な方向性に進み得る可能性を有していた、というふうに解することもできよう。明治維新の当初
から後ろ盾を失った能楽界を支える存在として、財閥の当主や華族たちの取り組みがあったこ
とが知られている。彼らは公演のスポンサーとして経済的な支援を行ったのみならず、能楽師の
もとに弟子入りして稽古をし、習得した技芸を舞台で披露した（いわゆる「紳士能」）。しかしや
がて、そうした富裕層とは別の立場から能楽に関与する人々が現れる。純粋に娯楽・余暇として
能楽の技芸をたしなむ、愛好家たちである。彼らの取り組みが盛り上がるにつれ、華族たちの存
在感は相対的に勢いが弱まり、能楽界に対する影響力も下火になっていったが、愛好家たちは社
会的な立場も、また能楽に対する姿勢もエートスも「紳士能」の担い手たちのそれとは大きく異
なる。さらに、愛好家たちは何か統一的な旗印のもとに動いていたわけではないので、取り組み
の中身は人によって、また地域によってバラエティー豊かであった。能楽界は、そうしたあり方
のどれかを選好してどれかを排斥するということはなく、多様なあり方をうまく取り込み、それ
ぞれとの良好な関係を持ち続けた。このことが、近代初期の能楽界の大きな特徴をなしていると
見ることができる。 
 つまりは、量的な把握に拘泥せず質的な側面に目を向けること、単に〈誰が・いつ・どこで（誰
のもとで）・どんな稽古をしていたか〉の事実だけを見ることを超えて、そもそも能楽がどのよ
うなレベルの芸術実践として享受・実践されていたか、その中で稽古や伝承の活動がどんな機能
を果たしていたかを捉え返すことで、当時の能楽界の、ひいては文化全体の動向を、膨らみをも
った形で捉え返すことができるのではないか、ということが見えてきたのである。この見通しの
もとに、質的な側面を注視する方向に研究の重心をスライドさせた。得られた成果は、およそ以
下の三点にまとめられる。 
 第一に、伝統文化（能楽）の歴史において、素人（アマチュア・愛好家）が大きな役割を果た
していたことが確認できた。明治・大正期には、多くの愛好家たちが随意に、それぞれの仕方で
能を楽しんでいた。単に数が多いというだけでなく、活動の中身が多様であった。観賞よりも実
践が好まれ、家元制度の枠の外での活動が盛んであった。彼らの動きは、時に専門家の目には度
をはずれたものに映ることもあったが、能楽界の中枢にも一定の影響力を持っていた。そのこと
は、彼らの活動や行動が雑誌などに記録されていること、彼ら自身に発言の機会が与えられてい
ることなどから明らかである。演者や研究者たちも、彼らの存在を真摯に受け止め、それと向き
合う空気があった。愛好家たちの存在は、当時の能楽が広く訴求力を持っていたことの証拠であ
り、逆に、彼らとその愛好活動こそが当時の能楽の訴求力の一つの源泉をなしていた。 
 第二に、愛好家を核として営まれていた当時の能楽の稽古法、教授法・伝承法が、当時の文化
において重要な意味を持っただけでなく、今日的な文脈においても意義を有することが明らか
になった。素人愛好家たちを中心に（彼らに向けて、また彼ら自身の手によって）行われていた
教授・伝承活動の特質は、多様であることに加えて、体系性を志向しないことである。長い歴史
の中で能楽は、技芸の伝承に関してある程度の「固い体系」を作り上げていた。そうしたいわば
正統的な伝承のあり方をよしとする愛好家ももちろんいたが、そればかりではなかった。人々は
むしろ、娯楽性を前面に出し、技芸の上達であれ、また同志たちとの交流であれ、何より自身が
楽しむことを第一義に考えた。真面目に取り組まない、というのではない。彼らはある意味で誰
よりも熱心に稽古に取り組んだ。だがそれは、技芸を磨き抜いて何らかの〈高み〉に達すること、
例えば欧米の貴顕たちよろしく豊かな教養を携えて美の殿堂たる劇場に足を運ぶとか、紳士連
中のように面と装束をつけて本式の能を演じるとか、社会的・経済的な支援を与える側にまわっ
て能楽界に一目置かれる存在になるとかいったことを目指してはいない。ただひたすら、声を出
し、音を鳴らし、人と合わせることの悦びに向き合っていたのだ。 
 それは確かに、能楽界の中枢が期待したような、〈高尚優美〉なる技芸の正しい伝承を担う演
者の養成には直には結びつかないものであったかも知れない。だが、能楽に対してある種のリア
リティーを感じる人、取り組み伝える価値のあるものであると認識する人が、そうした文脈の中
から多く輩出したことは間違いない（論稿で取り上げた夏目漱石などは、その典型例である）。
多様なチャンネルを用意しておくこと、出会いの門戸を広く開いておくことで、人々が能楽に触
れるチャンスは確実に増えただろうし、そこから専門家への道を志す人が現れるかも知れない
（実際、別の論稿で指摘したように、地方においてはそのような例が見受けられた）。学校教育
の影響もあり、ややハイカルチャーの色彩が強くなりすぎた感のある今日の能楽文化の情況に
おいて（そのゆえに先細りを指摘する声もある）、当時の能楽教授≒享受のありようは、見直す
価値のあるものなのではないだろうか。 
 第三に、能楽が諸外国の音楽、とりわけ、いわゆる高級芸術ではなく市井で行われているそれ
と共通する性格を有することが示された。近代初期の能楽愛好家たちに行われた教授法・伝承法
は、書記性が希薄であること、体系を志向しないこと、一部の階層に独占されず広く門戸を開い
ていることなどの点において、例えばインドネシアのガムラン音楽などと共通している。これま



では能楽をオペラなどに比肩する高級芸術に位置づけようとする志向が国内・国外双方におい
て強かったが、そうした側面とは違う性格を有すること、社会階層を超えて広く一般の人に訴え
るポピュラリティを持つ芸能であることも確かであるように思われる（そして、そのようなポピ
ュラリティを生かすことで西欧化・近代化の波を乗り越えてきたことも共通する）。そうした観
点から、能楽を民族音楽学的な文脈の中で捉え直すことが可能であろう。能楽の美や価値を、時
間を超えた形而上学的な美学の問題に回収するのではなく、その都度の歴史的条件、文化的な環
境との関わりのもとで、能楽に関わる人々がそれぞれの立場でどのような思想を持ち、振る舞っ
たかというレベルで考える道が開けてくる。そのことは、「生活や社会」との関わりを軸に音楽
現象をとらえ直すこと、「音や音楽と生活や社会との関わり，音や音楽と伝統や文化などの音楽
の背景との関わりなどについて考えること」を子どもたちに求めるようになっている、学校教育
の動向にも沿うものであろう。 
 なおメディアとのかかわりについては、論稿の形で主題的に扱うことが出来なかったが、いく
つか見えてきたことがある。この時期、録音メディアが発達し、レコードやラジオなど遠隔地に
いても能楽を実践できる環境が整った。既に指摘されているように、こうしたメディア環境の変
化（進化）が能楽人口の増大に寄与したことは間違いない。また、こうしたメディアを用いるこ
とにより、地方による芸風の地域差のようなものが縮小され、全国的な芸の統一に向かったとい
うことも既に指摘されている。ただ、本研究を進めていくうちに、これらの指摘と齟齬する可能
性のある事実が浮かび上がってきた。まず、素人愛好家たちはメディアを活用しはするものの、
それに過剰に依存はしていない。とりわけ地方で活動する人たちは、対面にこだわり、むしろ
人々が多く集まる場所自体の魅力に引きつけられて能楽実践に足を踏み入れていったことが、
聞き取りなどによって明らかになった。また、芸の統一についても、人びとが録音・記録されて
いることを鵜呑みにしたわけではなく、現場では規範とのズレや改変が生じていることに気付
きつつも、ズレを温存し、場合によっては改変をさらに進めるということもあった（これも聞き
取りの中から得られた情報。ある地域ならではのやり方、のようなものが目指される）。録音が
統一されれば実践も統一、ということにはならないのである。これは一部地域にのみ当てはまる
事情なのかも知れず、安易な一般化は避けなければならないが、メディア環境の変化と実践現場
の動向との関わりについては、慎重に吟味する必要があるだろう。 
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